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今年から特定非営利活動法人サロン 2002 は、toto の助成を受けて広報誌を作成し、わたしたちの“志”であ
る「スポーツを通してのゆたかなくらしづくり」を、誌面を通してお届けすることとなりました。

その名称から想起されるように、わたしたちの NPO は 2002FIFA ワールドカップ前からあった、サッカー
好きの若者の研究ネットワークがはじまりです。「サロン 2002」の名称は 1997 年度から用いており、2017
年はちょうど 20 周年となります。

20 年も経過すると、はじめたころの若者はみな、いい年齢になっています。そしてサロン 2002 が歩んだ 20
年は、日本のサッカー界・スポーツ界はもちろんのこと、日本と世界の社会環境は大きく変化し、人々の意識や日
常の生活習慣も大きく変わりました。

毎年開催する公開シンポジウムでは、サロンがあゆんだ 20 年を「Before2002 After2020」と題して、
さまざまな角度から振り返りました。単なる思い出話だけでなく、いまにどうつながり、これからどこへ向かって
いくのかを考えるよい機会となりました。この広報誌にはシンポジウムの内容が網羅されるとともに、寄稿編とし
て 4 名の方から貴重な証言をいただいています。

サロン 2002 の中心的な活動である月例会は、2017 年 6 月で通算 250 回となりました。毎回テーマはユニー
クで、参加者は多種多様です。広報誌には月例会報告のダイジェスト版が掲載されていますので様子がおわかりい
ただけるでしょう。興味を持って下さった方は、ぜひホームページをご覧下さい。ダイジェスト版でなく、読み応
えのあるフルバージョンの報告が掲載されています。広報誌にはフルバージョンの月例会報告が 3 件掲載されて
います。サロン 2002 の各事業－公開シンポジウム、U-18 フットサル、月例会－について取り上げたもので、
わたしたちの NPO をご理解いただくうえで有益となることでしょう。

任意団体のころ、わたしたちはなかなか事業主体になりきることができませんでした。そこにもどかしさもあり
ました。2014 年度から NPO 法人となり、“志”に沿ったさまざまな事業に積極的に取り組むようになりました。
広報誌には、toto 助成を受けて主催した「U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップ」の報告もあります。
また、「スキンプロジェクト」や「オリンピック教育」の事業報告もあります。Sport for Tommorow コンソー
シアムの一員として、これからも国内外の様々な活動に取り組んでいく所存です。

はじめての広報誌です。ぜひ手に取ってお読みください。
そして、「スポーツを通してのゆたかなくらしづくり」という“志”に賛同していただけるなら、まずは「スポ

ネットサロン 2002」のメンバーになりませんか？

2018 年 3 月 1 日
特定非営利活動法人サロン 2002 理事長

中塚義実

発刊にあたって
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SALON2002

サロン 2002 の主たる事業の一つである「公開シ

ンポジウム」をテーマとして、開催してきたシンポ

ジウムの振り返り、シンポジウムの位置づけ、2017

年度のシンポジウムの予定について理事長の中塚氏が

報告した。 

サ ロ ン 2002 の 最 初 の 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム は、

2001 年度の「コンフェデレーションズカップ総括

シンポジウム」。その後毎年開催地を変えて開催され

続け 2016 年度は「日本サッカーのルーツを語ろう」

がテーマであった。（各回のテーマは表参照）

　サロン 2002 は、創生されたころより、「何らか

の結論を出して行動に移したい場合は、プロジェク

トチームをつくり、行動につなげる」ことにしてい

た。サロン 2002 の 2 つ目のプロジェクトであった

「ワールドカッププロジェクト 1（ワン）」は、2001

年 5 − 6 月のコンフェデレーションカップ杯（ワール

ドカップのプレ大会として位置づけられる）を総括し

発信することで、2002 年のワールドカップに活か

すことが目的として企画された。この内容をベースに

して公開シンポジウムとして開催したのが 2001 年

度の「コンフェデレーションズカップ総括シンポジウ

ム」であった。コンフェデレーションズカップに関

わった演者による講演ならびに討論は、人の交流と情

報の交換を生み、2002 年以降につながる成果をも

たらした。また後日作成されたシンポジウム報告書

は 600 部作成され、JFA や JAWOC、47 都道府県

サッカー協会や開催自治体、公認キャンプ候補自治体

など、関係する諸機関に配布された。（大規模なシン

ポジウムで報告書の作成ならびに発送にも多額の費用

が発生したが、参加費並びに賛助金により黒字であっ

た）

2002 年のシンポジウムは、FIFA ワールドカップ

終了約 1 ヶ月後の 8 月初旬に「ワールドカップ総括

シンポジウム」を東京と神戸で開催した。東京では

「ささえる物語」を、神戸では「観戦と交流の物語」

を取り上げ、それぞれの分野で活躍した方々が登壇し

た。岐阜県飛騨古川町（現飛騨市、ルーマニアのキャ

ンプ誘致を計画した）からのシンポジウム報告書への

寄稿は貴重な活動の記録となった。

2003 年以降も毎年シンポジウムは開催されたが、

2017年1月

NPOサロンの事業を考える①
―公開シンポジウム―
中塚義実（NPO法人サロン2002理事長/筑波大学附属高等学校）

【日　時】2017 年 1 月 24 日（火）19:15~21:10

【会　場】筑波大学附属高校（東京都文京区）

【テーマ】NPO サロンの事業を考える① - 公開シンポジウム

【演　者】中塚義実（NPO 法人サロン 2002 理事長 / 筑波大学附属高校）ほか

【参加者（会員・メンバー）11名】

安藤裕一（GMSS ヒューマンラボ）、春日大樹（筑波大学大学院）、岸卓巨（日本スポーツ振興センター）、小池正通（（株）La 
Esperanza）、小山基彰（ヒーローインタビュー）、笹原勉（日揮（株））、関谷綾子（関谷法律事務所）、茅野英一（帝京大学）、中塚義
実（筑波大学附属高校）、守屋俊秀（世田谷区サッカー協会）、守屋佐栄（2017 は UAE、イラン、サウジに行く予定）

【報告書作成者】中塚義実

月例会報告 2017.1〜2018.1
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日本サッカーの歴史を紐解く内容、あるいは時流に即

したテーマなど都度興味深いテーマが取り上げられた。

　2016 年の公開シンポジウムのテーマは「日本

サッカーのルーツを語ろう !」。サブテーマを「東京

高等師範学校の足跡を中心に」として焦点を明確化し

たうえで、2016 年 12 月 17 日（土）に開かれた。

牛木素吉郎氏が「日本へのサッカーの移入」と題して

講演（①日本のサッカーの初期における中村覚之助の

功績　②その後の東京高師卒業生によるサッカー普及

への影響　③学校（体育）を通したスポーツ普及につ

いて。）真田久氏（筑波大学体育専門学群長、スポーツ

史研究者）は「嘉納治五郎校長時代の東京高師」につ

いて講演。柔道の創始者として知られる嘉納治五郎

は、アジア初の IOC 委員であり東京高等師範学校の

校長を長く務めた教育者でもあった。①体育科の設

置、②課外活動の奨励、③留学生の体育・スポーツを

奨励、という嘉納校長の功績と教えが東京高師の学生

に浸透し、日本の体育・スポーツ発展の源流となった

ことを解説した。演者（中塚）が東京高師卒業生の全

国へのサッカー普及のあゆみ、戦前の日本サッカーの

大まかなあゆみを解説し、続いて賀川氏が、①神戸の

サッカーと河本春男先生、②ビルマからの留学生チョ

ウディン、③朝鮮半島へのライバル意識、④戦前の日

本代表チームなどについて、自身の体験をもとに話さ

れた。懇親会も含め人のつながりを楽しむことができ

たシンポジウムであった一方で、参加者が 70 名で目

標の 200 名に及ばなかった点は課題となった。

2017 年度については「サロン 2002 の 20 年を語

ろう（仮題）」と題して、日本のサッカー界、スポーツ

界の劇的変化と、その中でサロン 2002 そのものがど

う変化してきたのかについても取り上げる予定。 

スペインのプロサッカーは、1890 年のセビージャ

が最初だが、その歴史ある国の中でも名門である FC

バルセロナのカンテラ（育成組織）の門を 10 歳でく

ぐった日本人が久保建英君。さてメディアには、「つ

なぎ役」、「権力監視」、「スポーツ（選手）の魅力を伝

える」、などの役割があるが、日本の新聞やテレビが

久保建英君をどのようにとりあげていたかを、具体的

な新聞社名やテレビ局名を出しながら解説。また各社

【日　時】2017 年 2 月 17 日（金）19:10~21:10

【会　場】筑波大学附属高校 3F 会議室（東京都文京区）

【テーマ】FC バルセロナ・カンテラ出身の久保建英君をめぐるメディアの在り方と 2015 年 2 月始まったペーニャ（サポーターズ・
クラブ）の正しい作り方に関して

【演 者】小池正通（㈱ La Esperanza 設立者）

【参加者（会員・メンバー）13 名】

安藤裕一（GMSS ヒューマンラボ）、梅本嗣（博報堂）、奥崎覚（Qoly）、春日大樹（筑波大学大学院）、岸卓巨（日本スポーツ振興セ
ンター）、小池正通（（株）La Esperanza）、小池靖（サッカースポーツ少年団:在さいたま市）、遠山諒（国際基督教大学）、徳田仁（㈱
セリエ）、中塚義実（筑波大学附属高校）、守屋俊秀（世田谷区サッカー協会）、守屋佐栄（来週は八方でスキー三昧）、山内直

【参加者（未会員）5 名】片上千恵（IMAGE WORKS & Co.）、張寿山（明治大学）、永井千明（日本女子大学）、森下仁道（筑波大学）、
森田太郎（Sarajevo Football Projyect“お善だて”）

【報告書作成者】小池正通

2017年2月

FCバルセロナ・カンテラ出身の久保建英君をめぐるメディアの
在り方と2015年2月始まったペーニャ（サポーターズ・クラブ）
の正しい作り方に関して

小池正通（株式会社La Esperanza 創業者）

千葉大学法経学部卒業後、大手出版社や大手進学塾で編集や新規事業開拓に携わる。退社後、株式会社 La 
Esperanza を設立。進学塾の経営・コンサルティング、学習参考書の執筆・編集、大学でのキャリア教育を主な事
業ドメインとする。営業権を譲渡し、現在、一般社団法人 La Esperanza 代表理事。ヨーロッパ・サッカーのビッ
グクラブや federation と直接コンタクトが取れる日本で稀有な存在。
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のサッカーやスポーツに対する方針が 1 月 1 日の新

聞で垣間見られることも興味深い。

久保建英君は、小学校 2 年生のときバルサのキャ

ンプに参加して MVP を受賞したのだが、父親の努力

も素晴らしい。久保建史氏（久保君の父）の著書を引

用すると「バルサに行きたいならバルサの練習をす

る」。つまり久保君がキャンプに参加する前年に久保

建史氏はキャンプを視察し、練習内容やコーチが選手

にどのようなプレーを期待するかメモをとり分析し

た。日本に帰国後、久保建英君には、サッカーが上手

になるために練習するだけなく、バルサキャンプで

MVP を取り、現地のスクールの練習に参加権利を獲

得するための練習を提供したという。（「すべての練習

はバルサに通じる」!）

久保君が初めてメディア（テレビ）に登場するの

が、「ソデヨク・ヨーロピアン・ルーサスカップ」と

いう、ベルギーで開催された大会。バルサキャンプの

責任者である、浜田満さんも同行し、彼が撮影された

映像がフジテレビの朝の番組に流れた。

ところでインターネット・メディアが登場し、ネッ

ト社会では簡単に、無料で記事を読むことができる

が、インターネットの記事は他の媒体をそのままの形

で転載したものがほとんどです。中には個人の意見を

載せた記事もありますが、署名記事はごく稀です。

（インターネットを通した無責任ともいえる情報の発

信（垂れ流し）に演者は危惧を覚えることを訴えた。）

さて、ペーニャ（公式ファンクラブ）の正しい作り

方。演者は 2014 年 FC バルセロナのペーニャ部を

訪ねた。当時、日本人ソシオが 1500 人から 300 人

に激減したが、直接バルセロナに行かないと更新作業

ができないことが主因。そこで日本にあるペーニャで

更新できればよいとペーニャ部とソシオ部に提案した

ところ、バルセロナのスタッフから「お前（小池）が

ペーニャを作れ」という逆提案をされた。大変な作業

であることが予想されたので最初は断ったが、結局引

き受ける事になる。会員規約（日本語と英語版）、定

款を作成した上で一般社団法人を設立するのだが、

規約作成の為にスペインの法律の勉強をしたものの理

解出来ず、ロンドンやニューヨーク、ブリュッセルと

いった海外にあるバルサのペニーニャより規約を送っ

てもらい、日本の実情に合い、なおかつスペインの法

律に基づいた会員規約を作成するという様々な苦労を

乗り越えて日本にペーニャを作った裏話が語られた。

バルサから消えた 2 人の神童（ガイ・アスリンとデ

ウロフェウ両選手）の紹介や、スペインでは 5 年居住

したら市民権が得られるなど、バルセロナを知りつく

し愛する演者ならではの報告が行われた。 

久保建史氏（久保君の父）の著書 FC バルセロナの哲学（フィロソフィー）
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サ ッ カ ー 研 究 会 を 前 身 と す る NPO 法 人 サ ロ ン

2002 では、1990 年代半ばに FIFA のリードで「誕

生」したフットサルにも、初期より多くのサロン会員

が関わってきた。そのフットサルだが、U-18 年代の

オフィシャル大会の整備が遅れたこともあり、サロン

2002 会員が積極的に支援ならびに推進してきた。

「ユースフットサル選抜トーナメント 2017」（墨田区

総合体育館、以下「ユース選抜大会」）の開催に合わ

せて開かれたこの月例会では、U-18 フットサルの現

状と課題を共有すべく、全国からの U-18 フットサ

ル関係者も参加し、意見交換が行われた。

FIFA が 1994 年に「フットサル」を定めたことに

従い、日本では同年に JFA がミニサッカー委員会を

フットサル委員会と改称したうえで、各都道府県に

フットサル担当者がおかれた。中塚は初代より現在に

至るまで継続している唯一の東京都の委員会のメン

バー（2 種担当）である。フットサル委員会の仕事の

一つに全国大会予選の開催であり、U-15 と成人の大

会が創設されたが、U-18 は成人のカテゴリーに含め

られていた。

2000 年度の東京都サッカー協会（TFA）フットサ

ル委員会で、「民間施設で多くの高校生がフットサル

をしている」状況が報告されたことをきっかけに、

2001 年に TFA 公認の U-18 フットサル大会が初め

て開催された。U-18 大会は年 2 回開催ということ

で定着し、さらに 2008 年度からは TFA 公認「リー

グ」へ発展した。これら東京都での動きは、2011 

年 TFA フットサル委員会主催「U-18 フットサル大

会 10 周年記念シンポジウム」をはじめ全国に発信さ

れていった。

2014 年に NPO 法人となったサロン 2002 は、

フットサルをテーマとした月例会やシンポジウムも何

度か開催。2013 年 3 月の公開シンポジウム（「U-18

フットサルトーナメント」期間中に開催）は、当時の

JFA フットサル委員長と JFF 専務理事が登壇し、JFA

主催 U-18 大会が開催されるきっかけにもなった。

（以上中塚が報告）

本日開催された「ユース選抜大会」は、2012 年

に創設された「U-18 フットサルトーナメント」の

流れを汲むもの。当時、JFA でも、JFF でも U-18

世代のフットサル大会の必要性は議論されたが、「協

会・連盟の外で大会をつくって、それを公式な大会に

発展させる」方向性が示された。サロン 2002 まだ

法人格を持っていなかったこともあり、民間企業で

あるシックスとフロムワンが前述の「U-18 フットサ

ルトーナメント」を主催、2014 年から開始された

JFA 主催の全日本ユース（U-18）フットサル大会に

発展した。

一方、「ユース選抜大会」は、地域ごとに選抜され

たチームが参加するという形式で実施しているが、今

2017年3月

NPOサロンの事業を考える②
―U-18フットサル―
中塚 義実（NPO法人サロン2002 理事長/筑波大学附属高等学校）
本多 克己（NPO法人サロン2002 理事/株式会社シックス）

【日　時】2017 年 3 月 29 日（水）18:30

【会　場】すみだ産業会館 会議室 5（東京都墨田区） 

【テーマ】NPO サロンの事業を考える 2　-U-18 フットサル -

【演　者】中塚義実（NPO 法人サロン 2002 理事長 / 筑波大学附属高校）、本多克己（（株）シックス） 

【参加者（会員・メンバー）7名】

奥山純一（フットリンク運営者）、賀川浩（スポーツジャーナリスト）、岸卓巨（日本スポーツ振興センター）、小池正通（La 
Esperanza Foundation）、小山基彰（ヒーローインタビュー）、中塚義実（筑波大学附属高校）、本多克己（（株）シックス）

【参加者（未会員）4名】大友洋介（武相高校フットサル部顧問）、橘和徳（U-18 富山県フットサル選抜監督 / 富山いずみ高校 / 筑波
大 32 期生）、永松慎二、国島栄市（ビバ ! サッカー研究会）

【2次会からの参加】齋藤宣彰（会社役員）、今廣佳郎（会社員）、佐藤いちろう（靴郎堂本店） 

【報告書作成者】中塚義実、本多克己
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後の方式は流動的。また現状はサロン 2002 が共催

となっているが、今後は「後援」という形になる可能

性もある。

「U-18 フットサルトーナメント」「ユース選抜大

会」へは、高校サッカー部勢の出場が増加、一方「日

常的にフットサルをプレーするチーム、選手による大

会」を望む声に対応する形で 2017 年 1 月に「U-18

フットサルリーグチャンピオンズカップ」としてサ

ロン 2002 主催の大会を新設するに至った。サロン

2002 の役割は、開催されるべき大会、あるいは開

催が望まれる大会があれば、主催や共催などのかたち

で推進、つまり地域にリーグや公式大会が整うまでの

橋渡し的な役割を担うこと。言い換えれば「この大会

を機に各地に U-18 リーグが整備され、日常的にフッ

トサルを楽しめる環境が整備されることを願う」との

こと。第 2 回大会は 2018 年 1 月に開催を準備中（以

上本多が報告）

このあと富山県 U-18 選抜の監督の橘氏、武相高

校フットサル部顧問の大友氏、大阪選抜の監督の永松

氏らが積極的に質疑討論に加わった。 
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月例会報告

サロン 2002 発足以前の「社・心グループ」時代

から関わりのある井上氏が、今回通算で 5 回目の報

告をした。

2019 年に日本で行われるラグビーワールドカップ

の組み合わせ、ならびに日程についてマーケティング

の観点から試案を提言（表）し、この背景を解説。ラグ

ビーワールドカップは試合日程や試合会場など、実力

と人気を併せ持つ有力国 8 か国（ニュージーランド、

豪州、南アフリカ、イングランド、スコットランド、

ウェールズ、アイルランド、フランス）中心に運営、

これら 8 か国のファンを重視した大会運営であった。

初めて有力国以外で開催される 2019 年日本大会にお

いても、「有力国を優先しつつ、以下に示すように、

より広いマーケティング的な観点から開催国として

入場料収入だけではなく交通・観光・宿泊の便も考慮

し、国内外のファンにとって利便性のある組み合わせ

を考える必要があるであろう。」と提言がなされた。

1）より多くのファンが現地並びにテレビで観戦できる

ようにする。

2）宿泊施設の整備や交通アクセスに応じた日程を設定

する。

3）観戦のために訪日するファンが試合の間に観光する

ようにする。

4）6 週間という長期間にわたるイベントであるが、開催

国として継続的に関心を持ち続けられるようにする。

質疑としては、

2017年4月

マーケティングの観点から見た2019年 
ラグビーワールドカップ組み合わせ試案

【日　時】2017 年 4 月 18 日（火）19:00—21:00

【会　場】筑波大学附属高校 （東京都文京区）

【テーマ】 マーケティングの観点から見た 2019 年ラグビーワールドカップ組み合わせ試案

【演　者】 井上俊也（大妻女子大学教授）

【参加者（会員・メンバー）10名】

安藤裕一（㈱ GMSS ヒューマンラボ）、井上俊也（大妻女子大学）、浦和俊介（立川市富士見町 7-1-205）、奥崎覚（Qoly）、嶋崎雅
規（国際武道大学）、徳田仁（㈱セリエ）、名方幸彦（文京教育トラスト）、中塚義実（筑波大学附属高校）、守屋俊英（世田谷区サッカー
協会）、守屋佐栄（世田谷区生涯大学事務局）、

【参加者（未会員）11名】

　長谷川仁（ヤマハ発動機㈱）、伊藤秀志・小栁津和彦（袋井市企画政策課）、長岡茂（Espoir Sport ㈱）、保科たまき（徳田氏友
人）、大谷隆之（徳田氏友人 / 古河インフォメーションテクノロジー㈱）、片上千恵（帝京大学 / メディアトレーナー）、香西武彦

（Honda）、北島温子（中央大学高等学校）、玉澤正徳（笹川スポーツ財団）、川名紀義（㈱ピージー）

【報告書作成者】浦和俊介

井上 俊也（大妻女子大学教授・早稲田大学スポーツナレッジ研究所招聘研究員）

1961 年愛媛県出身。1984 年慶應義塾大学経済学部を卒業、日本電信電話公社（現・日本電信電話株式会社）入社、
仏国 HEC 卒業。日本電信電話株式会社、NTT フランス、東日本電信電話株式会社、西日本電信電話株式会社、NTT
コムウェア株式会社など NTT グループで 26 年間、主に営業、企画、国際業務に従事。2010 年大妻女子大学に入職。
現在、キャリア教育センター教授として正課外講座の「大妻マネジメントアカデミー」の企画・運営を担当。なおサ
ロン 2002 で過去 4 回以下の報告をしている : 「持ち株会社解禁とプロサッカークラブの経営」（第 5 回 1997 年 8 月）、

「フランスサッカーの現状と課題」（第 18 回、1998 年 9 月）、「ラグビーワールドカップとサッカーワールドカップ」（第
182 回、2011 年 11 月）、「強いフランスを目指したサルコジ時代のフランスサッカー」（第 193 回、2012 年 10 月）
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・参加国の決め方は ?（予選免除の国の決め方）

・国際試合（テストマッチ）との関係

・キャンプ地はどこになる

・マイナーな試合でも観客動員できるか

・入場料はいくら位に設定したらよいか（人気のない

組み合わせにいかに観客を動員するか）

・ラグビーファンを増やすためにどのように努力した

ら良い

といったことが議論された。

開催予定地から参加した方からは、「開催地として

準備に必要なヒント」が得られたとの感想をいただ

いた。 
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月例会報告

　1997 年に「サロン 2002」を名乗って以降、ほ

ぼ毎月開かれてきた月例会はサロン 2002 の中核事

業である。20年の年月を刻む月例会テーマを経時的

に追うことより、日本のサッカーならびにスポーツ界

の近代史を知ることができる。またサロン 2002 が

任意のネットワークからNPO法人に至るまでのプロ

セスは、社会の変化と人々の意識の変化を考える手が

かりとなり得る。

Ⅰ . サロン 2002 発足以前

　演者は大学院生だった 1984 年に、日本サッカー

協会（JFA）科学研究委員会の開催する「サッカー研

究会」に参加し始めた。この参加者の中で社会学や

心理学に関心をもつ同志が研究班「社・心グループ」

を発足させ、不定期に勉強会を開催するようになっ

た。1991 年は、サッカーのプロ化ならびに 2002

年 FIFA ワールドカップの招致活動が本格化した時期

であるが、同年に開催された第 11回サッカー医科

学研究会（JFA 科学研究委員会とスポーツ医学委員会

が共同で年一回開催）は、「2002 年 FIFA ワールド

カップ」をテーマ（演者が提案）とするシンポジウム

が開かれた。戸苅晴彦 JFA 科研委員長が進行役とな

り、代表監督の横山謙三氏、川淵三郎氏（J リーグ初

代チェアマン）、上田亮三郎氏（大阪商業大学）が登壇

し、討論が繰り広げられた。

　1992 年から、三菱養和会（巣鴨）で「スポーツい

んろう」という名の勉強会がはじまった。三菱養和会

巣鴨スポーツセンター長となった横山氏（当事、元代

表監督）が、「文化としてのスポーツ」の重要性を意

識し、サッカー研究会のメンバーに声をかけ「スポー

ツとは何か」などをテーマとして毎月勉強会が開催

された。（「スポーツいんろう」は 6年間、計 71回開

催された後閉会となった）J リーグが発足した 1993

年前後には、「スポーツいんろう」と「社心グループ」

には、研究者以外のサッカーに関わる人の参加が増加

した。

　同じ時期に、東京都高体連サッカー専門部の喜熨斗

勝史氏の音頭で任意の研究会が始まった。この研究会

は 1995 年度になると、喜熨斗氏に、小澤治夫氏（当

時筑波大附属駒場中高）、演者を加えた 3名が発起人

となり「東京都高体連サッカー科学研究会」に発展し

た。同研究会はユースリーグが全国へ展開する上で欠

かせない意見交換の場となった。（2005 年度末の第

99回月例会をもって閉会）

Ⅱ . サロン 2002 の誕生と月例会

　「社・心グループ」のテーマは回を重ねるごとに多

彩となり、多様な職種の人が参加するという変化がみ

られた。このため「社・心グループ」という勉強会組

織から次への展開が必然的に求められた。1997 年

2017年5月

NPOサロンの事業を考える③
―月例会―
中塚 義実（NPO法人サロン2002 理事長/筑波大学附属高等学校）

【日　時】2017 年 5 月 25 日（木）19:00~20:30

【会　場】筑波大学附属高校 3F 会議室

【テーマ】NPO サロンの事業を考える③　- 月例会

【演　者】中塚義実（NPO 法人サロン 2002 理事長 / 筑波大学附属高校）

【参加者（会員・メンバー）5名】

川名紀義（（株）ピージー）、岸卓巨（日本スポーツ振興センター）、笹原勉（日揮（株））、嶋崎雅規（国際武道大学）、中塚義実（筑波大
学附属高校）

【2次会からの参加者】

安藤裕一、小池靖、竹中茂雄

【報告書作成者】中塚義実
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4 月に「サロン 2002」第 1 回月例会が開催された

（「日本サッカーにおけるナショナル・アイデンティ

ティの確立に関する研究」（高橋義雄氏）、「韓国社会

と 2002 年ワールドカップ」（中塚氏）、「スポンサー

の立場からみた巨大スポーツイベント」（榎竜一氏）の

3 テーマが発表された）。演者は、サロン 2002 の第

8 回月例会以來、「ユース（以下の）年代のサッカー」

をテーマに複数回報告している。1998 年にはサロ

ン 2002 の法人化の検討が活発になり、1999 年 1

月の月例会では、松下徹氏（「NPO 法について」）、

中塚氏（「サロン 2002 のこれまでとこれから」が報

告し、「法人化」「会員制」「月例会」について討論が

なされたことを皮切りに意見交換会などで議論が重

ねられた。2000 年 3 月の月例会では、演者が「サ

ロン 2002Ver2000~2001」と題して報告、設立

宣言と規約案が発表され、2000 年 4 月に「サロン

2002」の規約が確定した。

　2013 年度には法人化プロジェクトが設置され、

月例会で取り上げられたこともあり、理事会が原案を

作成した上で議論が重ねられ、2014 年 5 月 31 日

の総会で NPO 法人としてサロン 2002 が設立され

た。日本サッカー界の父とも言えるクラマーさんを招

待してのシンポジウム（2005 年）のような公開シン

ポジウムを年 1 回開催してきた一方で、月例会で扱

われているテーマにはサッカー / スポーツに限らず、

幅広い内容が取り上げられてきている。討論では歴史

的背景に関する質問のほか、サロン 2002 の月例会

/ プロジェクトの方針などが取り上げられた。　

 Ⅰ．2017 年度総会

NPO サロンに「求められること」「できること」が

年々増えている。だからこそ、互いの情報交換をより

密にしていくことが大切である。このことが再認識さ

れた総会であった。

以下の各議題について、それぞれ質疑がかわされた上

承認された。

１）2016 年度事業報告

２）2016 年度決算および会計監査報告、

３）2017 年度事業計画

４）2017 年度予算

Ⅱ．第 250 回　月例会～祝賀会

　総会に引き続き、同会場で「意見交換会」を行っ

た。NPO サロンの紹介チラシと 20 周年記念シンポ

ジウムを中心に意見交換した。

１．NPO サロン 2002 の紹介チラシ

　今年度より NPO 会員となった川名氏のデザイン 2

案について検討した。どちらもそれぞれ魅力あるもの

であったため「両案とも作る」方針となった。まずは

7 月 5 日の SFT（スポーツ・フォー・トゥモロー）全

体会議で配布する予定。

2017年6月

総会及び月例会

【日　時】2017 年 6 月 10 日（土）
 16：30 ～ 17：40 総会
 17：40 ～ 18：30 月例会（その後祝賀会）

【会　場】筑波大学附属高校（東京都文京区）、（祝賀会は「景宜軒」（東京都文京区））

【参加者（敬称略）】
１．総会（委任状含め21名／会員総数31名中）】

１）会員（9 名）：安藤裕一、梅本嗣、川名紀義、笹原勉、関谷綾子、竹中茂雄、茅野英一、中塚義実、松下徹
２）委任状（12 名）：賀川浩、金子正彦、岸卓巨、小林俊文、白井久明、嶋崎雅規、関秀忠、高藤順、田中俊也、仲澤眞、 
　   野口亜弥、本多克己
３）オブザーバー（1 名）：香西武彦

２．月例会
　関谷氏が出張により退席。上記１）３）から関谷氏を除く 9 名で実施

３．祝賀会
上記１）３）および国島栄市氏の計 10 名
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月例会報告

２．20周年記念シンポジウム

　今回のシンポジウムの方向性として、サロン 2002

があゆんできた 20 年を振り返り、今後につながる議

論をする場としたい。初期のサロン 2002 を担って

きた「レジェンド」たち、近年の会員・メンバー、そ

して広く一般の方々が集い、興味を持って参加できる

ような内容にしたい。

全体を 2 部構成とし、第 1 部と第 2 部で演者を入れ

替える方法が理事会で提起されていたので、そこを出

発点として意見交換。議論の続きは祝賀会会場へ持ち

越された。

 

Ⅲ．第 250 回記念「祝賀会」

　「祝賀会」と言ってもやることは同じ。いつもの飲

み会である。男ばかり 10 人となり、「女性参加者の

増加」が依然として課題であることを改めて感じたも

のの、人数的に手頃なサイズで、全員が一つのネタで

話ができ、集中度は高まった。この今回の「祝賀会」

には、今年度から入会された方もいれば 20 年前の創

設時からのメンバーも参加しており、「この 20 年」

を語るよい機会でもあった。

　20 年もいれば、それぞれいろんなことを体験す

る。懐かしい話や「へー」という話の連続でおもしろ

かった。（以上中塚理事長の報告書（メール）を安藤理

事が改編） 

NPO サロン 2002 の紹介チラシ
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　2018FIFA ワールドカップ・ロシアの予選が世界

各地で繰り広げられる中、日本は 6/13 にイラクと

引き分け、8/31 のホームでのオーストラリア戦で決

めておかないと、9/5 はアウェーでのサウジアラビ

ア戦にもつれ込むという状況。

　日本サッカーの歴史を振り返ると、ちょっと前まで

はワールドカップは夢のまた夢の世界であった。J リー

グというプロサッカーが出来て迎えた 1994 年アメ

リカ大会の予選では、日本中が盛り上がる中、アジア

最終予選がカタールで開かれた。（日本、韓国、北朝

鮮、イラン、イラク、サウジアラビアによる総当たり

戦）　1 本目の映像は日本の最終戦であった vs イラ

クの試合を開始から終了まで上映。各自で調達したド

リンクとおつまみを囲み、思い出話に花を咲かせなが

らもみな試合に集中。日本の選手はよく動くし、一人

ひとりが際立った個性を持っているがイラクの選手も

うまい。そして最後はいわゆる「ドーハの悲劇」の

シーンで改めて感激！

　ここで参加者ひとりずつ自己紹介が行われ、それぞ

れの「ドーハの悲劇」と「ジョホー

ルバルの歓喜」について語られた。

　続いて 2 本目となる日本 vs イラン ( いわゆる「ジョ

ホールバルの歓喜」) 延長戦上映開始。岡野選手が何

度か外し、そして最後にその岡野が決めた ...。日本

のサッカーファンが歓喜した瞬間を皆で思い出した。

　２本の映像終了後は歓談、夏の夜を楽しく過ごした。

　＊参加者からのコメントあり ( 川名紀義、中塚義

実、吉原尊男（投稿順） 

2017年7月

お宝映像上映会
―いわゆる「ドーハの悲劇」と「ジョホールバルの歓喜」―

【日 時】2017 年 7 月 24 日 ( 月 ) 18:30 開始

【会 場】フットボールサロン 4-4- 2( 東京都墨田区 )

【テーマ】お宝映像上映会 - いわゆる「ドーハの悲劇」と「ジョホールバルの歓喜」

【お宝映像】

1)1994FIFA ワールトドカップ・アメリカ アジア最終予選
1993 年 10 月 28 日 於アル・アリスタジアム ( ドーハ = カタール )
日本 vs イラク ( いわゆる「ドーハの悲劇」)
2)1998FIFA ワールドカップ・フランス アジア第 3 代表決定戦
1997 年 11 月 16 日 於ラーキン・スタジアム ( ジョホールバル = マレーシア )
日本 vs イラン ( いわゆる「ジョホールバルの歓喜」) （時間の都合上延長戦のみ）

【参加者 ( 会員・メンバー )9 名】

川名紀義 ( 株式会社ピージー )、岸卓巨 ( 日本スポーツ振興センター )、北原由 ( 都立武蔵高校 )、 小池靖 ( 在さいたま市 / サッカー
スポーツ少年団指導者 )、齋藤宣彰、徳田仁 (( 株 ) セリエ )、 中塚義実 ( 筑波大学附属高校 )、守屋俊秀 ( 世田谷サッカー協会 )、吉
原尊男

【参加者 ( 未会員 )6 名】岸清馨、守屋佐栄、岡怜美 ( 早稲田大学 )、佐々木瞭 ( 慶応大学 )、丸山幸子 ( ジョホールバルの歓喜 20 周
年記念事業委員会 )、国島栄市 ( ビバ ! サッカー研究会 )

【2 次会からの参加】今廣佳郎

【報告書作成者】参加者らによるコメント
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エストニアで開催された第 11 回国際ピエール・

ド・クーベルタン・ユースフォーラムに生徒引率者と

して参加した藤原氏が演者となり報告した。オリン

ピック・ムーブメントやオリンピズムの理解を若者に

ひろげることを目的として開催されているこのフォー

ラムに、日本は第 10 回大会（2015 年）から、国内

で選考された高校生（７名）を派遣している（それまで

は選考なしで 2 名を派遣）。

まず国内の選考対象会が、関東地区（参加校５，参

加生徒 31 名）、中京地区（参加校４，参加生徒 23

名）、いずれも 2 泊 3 日をかけて実施された。講義、

ディスカッション、実技試験などを実施され、7 名が

選考された。（CORE（筑波大学オリンピック教育プ

ラットフォーム）が、JOA の協力を得て選考）

選考された 7 名は、4 月 9 日に初回顔合わせを行っ

た後、7 月 15 日（土）～ 17 日（月）に筑波大学附属

坂戸高等学校で事前研修を実施した。この研修の目的

は、１）オリンピック教育：「クーベルタン賞」をめ

ぐる諸活動を中心にオリンピズムの更なる理解に努め

る、２）国際交流の準備：日本文化の紹介や、海外の

2017年9月

エストニアへ行ってきました 
－第11回 国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフォーラム報告－ 

【日　時】201７年 9 月 15 日（水）19：00 ～ 21：10 

【会　場】筑波大学附属高等学校 3F 会議室 

【テーマ】エストニアへ行ってきました！  －第 11 回国際ピエール・ド・クーベルタンユースフォーラム報告 

【演　者】藤原　亮治（筑波大学附属坂戸高校　教諭） 

【コーディネーター】中塚義実（筑波大学附属高校／ NPO 法人サロン 2002 理事長）

【参加者（会員・メンバー）9名】

安藤裕一（㈱ GMSS ヒューマンラボ）、川名紀義（㈱ピージー）、岸卓巨（日本スポーツ振興センター）、嶋崎雅規（国際武道大学）、竹
中茂雄（東海道品川宿 FC）、茅野英一（帝京大学）、中塚義実（筑波大学附属高校）、守屋俊英（世田谷区サッカー協会）、吉原尊男

【参加者（未会員）9名】

　内田奈津子（筑波大附属高・保護者）、大林太朗（筑波大学）、斎藤芳（桜丘高校）、塩田伸隆（都立松原高校）、田原淳子（国士舘大
学）、登坂大樹（筑波大学附属駒場高校）、藤原亮治（筑波大学附属坂戸高校）、宮崎明世（筑波大学）、守屋佐栄（無職）

【報告書作成者】藤原亮治

藤原 亮治（筑波大学附属坂戸高校　教諭）

筑波大学附属坂戸高等学校　主幹教諭
山口県立高校で 8 年。短期大学で幼児教育に 3 年携わり
現職。学校外の様々な機関との協働学習の開発、これからの保健体育教師の在り方に関する再考を様々な教育プログ
ラムを学習する中で模索中。現在は国際バカロレア「知の理論」
を必死に習得中。趣味は「釣り」「子育て」「人めぐり」。
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高校生との交流に備える、３）チームビルディング：

派遣生徒が互いを理解し合い、一つのチームとして

機能できるようになる。大学並びに高等学校からの

指導者（5 名）の元で、チームビルディングも含め、

講義、ワークショップ、陸上水泳、チームパフォーマ

ンス練習などを実施した。研修が終了し解散した後

は、参加者は必修となっているボランティア活動への

参加、そして筆記試験やスポーツテストへ向けての事

前学習、トレーニングを各自で取り組んだ。そして一

行は 7 月 17 日に日本を出発、調整地であるヘルシ

ンキで一泊したのち、7 月 19 日にエストニアに到着

した。国際ピエール・ド・クーベルタンユースフォー

ラムには 23 か国 24 校が参加 ( 初参加はブラジル、

アルゼンチン、南アフリカ、ジンバブエ )、生徒が学

校を抜け出して勝手に街に遊びに行くという自体も起

こるが、それも国際色豊かな証拠でもある）　初日は

イネス会長の「オリンピック史・オリンピズム」関す

る講義があり、その後市内のスポーツ博物館とタル

トゥ市内散策。午後はオープニングセレモニーがあ

り、国ごとに民族的な衣装と国旗をもって学校に集合

した。日本は「浴衣」で登場、植樹イベントに日本人

生徒が生徒代表として植樹を行った。地域の芸術学校

の小～高校生たちが伝統音楽・舞踊を披露し、アット

ホームな雰囲気で進行、日本は全員で「礼」をして 

自国の文化をアピールした。パラリンピックスポーツ

の体験ではエストニアのオリンピアン・パラリンピア

ンが招かれ、講師として生徒と共に体を動かした。ミ

ニエキスポは各国文化を味わえるブースを設置するも

ので、多くの国が食文化を紹介する中で、「独楽」「け

ん玉」「折り紙」「達磨落とし」といった「遊び」を

紹介した日本のブースは人気であった。スポーツテ

スト（水泳、100m 走・走り幅跳び・ボール投げ）、

エストニア農業文化博物館を見学、キャンプファイ

ア、ディスカッション、クロスカントリー、そして

スポーツ交流（サッカー・バスケットボール・卓球・

エアロビクス・サーキット・ウェイトトレーニングな

ど）と内容は盛りだくさんである。また 3 日間かけて

行ったワークショップでは各国生徒が 9 つのワーク

ショップに分かれ、作品作り（協働製作）を行った。

英語でのディスカッションや、筆記テストが実施され

たが、日本の生徒は全員が平均点を獲得し、追試を受

けることなく通過した。

各国生徒の成長を間近に観察していた演者は、この

フォーラムは非常に豊かな交流の場であり、生徒の成

長とかけがえのない仲間を獲得ができる貴重な経験で

ある。今後参加校教員・組織間でこのフォーラムの価

値の再確認と共有をすることでさらに大きな価値を生

み出すフォーラムになると言う感想を残している。
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今回はいわゆる「おでかけサロン」、いつもの会場

である筑波大学附属高校ではなく、東海道で最初の宿

場町「品川宿」にて、とてもゆたかなひとときを過ご

すことになった。江戸時代から続く 400 年の歴史と

躍動する竹中氏の 15年のあゆみ、新たな視点満載の

町おこし、フットボールの可能性、つながっていく人

と人…。

まず新馬場駅に集合して「お散歩＝品川宿のまちご

案内ツアー」が開始。竹中氏が案内役となり新馬場駅

から品川宿交流館まで、途中のお店にも数軒寄らせて

頂きながら 30分弱かけて散歩。

到着した品川宿交流館には、地元町内会の方がす

でに集まっている。そこでスライドを用いながら、

竹コーチ松コーチ（それぞれ竹中氏、松村氏）による

トークが始まった。

先ず竹中氏の物語、「サッカーは好きだけど、部活

が合わない、部活を辞めた。サッカーを辞めた。」学

生時代の仲間の多くが、上下関係や厳しい練習を理由

に「好きなサッカーを辞めている」という事実を知

り、なぜなんだ !? という疑問を持った大学生当時（ま

だインターネット黎明期でなかなか開かないホーム

2017年10月

サロン in 東海道品川宿
竹中茂雄（東海道品川宿FC　クラブマネージャー／旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会事務局）

【日　時】2017 年 10 月 20 日（金）19：15 ～ 20：45（受付 19：00）注）「お散歩ツアー」は 18：30 馬場駅集合

【会　場】品川宿交流館　本宿お休み処（品川区北品川 2-28-19）

【テーマ】東海道品川宿 FC のスポーツを通じたゆたかなくらしづくり、まちづくり

　　　　　～フットサルのチカラで、部活動の課題解決に取り組む～

【演　者】竹中茂雄（東海道品川宿 FC　クラブマネージャー／旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会事務局）

 松村圭佑（東海道品川宿 FC　監督）

【参加者（会員・メンバー）7名】

安藤裕一（( 株）GMSS ヒューマンラボ）、大河原誠二（桐窓サッカー倶楽部）、岸卓巨（日本スポーツ振興センター）、熊谷建志（FC
城東）、中塚義実（筑波大学附属高校）、松下徹（公認会計士・税理士）、守屋俊英（世田谷区サッカー協会）

【参加者（未会員・一般）17名】

大澤淳（なぎさの会）、萱原雅史（税理士）、河原典仁（中央電力）、岸弘之（FC 西巣鴨 03）、国島栄市（ビバ！サッカー研究会）、霜島
剛（野毛印刷社）、田中姿子（品川区スポーツ協会）、田中義巳（街道文庫）、玉井（まちづくり協議会）、辻和之（東海道品川宿 FC）、
初野翼（東海道品川宿 FC）、堀江新三（まちづくり協議会）、松村竜祐（東海道品川宿 FC）、皆川宥子（日本女子大学）、守屋佐栄（無
職）、和田フジコ（まちづくり協議会）、渡口（まちづくり協議会）、

【参加者（未会員・中学生）3名】

泉田陶汰（東海道品川宿 FC）、辻大飛（東海道品川宿 FC）、平井柊（東海道品川宿 FC）、

【報告書作成者】竹中茂雄
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ページで調べた）、自らを「チェアマン」と名乗り、

「DUO リーグ」なる取り組みをしている高校の先生

（編者注、中塚理事長のこと）を発見。さっそく会い

に行き（アポなし突撃）、自らの問題意識や、地域活

動（自主運営のフットサル大会）について語ったとこ

ろ以下のようなアドバイスをもらう。

「ええやないか、君らの取り組み。アマチュアに引

退はない！」

「小さく立ち上げ、大きく育てるんや！」

「ユベントスも 100 年前は、学生のサッカーサー

クルやったんやぞ！」

（中塚氏のアドバイスは、今も竹中氏の行動指針と

して生き続ける。）

こうしてサロン 2002 との交流がはじまり、また

多くの学びと経験、紆余曲折を経て、2016 年 4 月、

「東海道品川宿 FC（一般社団法人　東海道品川宿ス

ポーツクラブ）」を設立し、品川区において本格的な

クラブがはじまった。

ホームタウン東海道品川宿には、江戸時代、東海道

第一の宿場町として栄えた宿場町としての気質や文化

が受け継がれている。情緒あふれる住民がいる一方

で、埋め立てた土地には高層マンションが立ち並び子

どもたちの人口も増加している。この東京都の中でも

ユニークな地域で、地元の子どもたち「しながわっ

こ」（江戸っ子ではない）のために、スポーツを通じて

どんなことができるか常に考えてきた竹コーチ、松

コーチ二人の熱い思いが、徐々に地元の人達にも受け

入れら、クラブがまちに根付いていく過程を語っても

らった。

東海道品川宿 FC に所属する中学生３名も飛び入り

で参加、それぞれが素敵な発言を残し、クラブと地域

のゆたかな未来を占うものとなった。 

マツコーチ、タケコーチ二人揃って「マツタケコンビ」で、サッ
カー・フットサルの楽しさを伝えています！
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　東京都墨田区で職人に囲

まれて育った演者小林氏

は、会社勤務を経て家業を

継ぐも３年後に独立、さら

に現在の漫画家学会の前身

であるアイ・エフ・ビーと

いう繊維製造卸の会社に就

職。同社が、京都精華大学（マンガ学部がある）から

の依頼で、漫画家に仕事を創出するための会社（株式

会社漫画家学会）を立ち上げたころより漫画業界に関

わるようになった。

　2009 年、同社が「紙芝居師」という職種の正社

員を公募したところ、大阪で 150 人、東京で 300

人の応募（声優、俳優など表現を職業とする人の応募

が多かった。）という反響、さらにマスコミに取り上

げられたこともある。依頼は増加し、手狭であった渋

谷の事務所から荒川区の熊野前商店街に移転した。

荒川区が当事業を観光資源と認めたこと、また当時オ

リンピック・パラリンピック招致をしていた東京商工

会議所荒川支部と知り合い、紙芝居作成の打診・依頼

を受けた。作成された紙芝居は、荒川区で高評価を受

け、ついで都庁の招致委委員会でも評価を受け、同組

織はオフィシャル団体となった。招致委員の依頼など

で学校を中心に事業を展開した。上演総数は数百回に

なるが、半分以上は東北。石巻市の学校や仙台市七夕

祭りでも実施した。東松島市訪問時にパラリンピック

の伝道師のような人と出会う機会があり、小林氏はこ

の方の影響を強く受けてパラリンピックの招致に傾注

しているとのこと。

　なお渋谷区では４競技についてオリジナルで紙芝居

を作っている。東京パラリンピックの千日前に実施さ

れた機運醸成の事業の一つとして、渋谷駅前の憲章

2017年11月

TOKYO2020オリンピック・パラリンピック
と漫画の世界
小林勝海（株式会社漫画家学会）

【日　時】2017 年 11 月 24 日（金）19：00

【会　場】筑波大学附属高校（東京都文京区）

【参加者（会員・メンバー）9名】

安藤裕一（( 株）GMSS ヒューマンラボ）、川名紀義（（株）ピージー）、岸卓巨（日本スポーツ振興センター）、小山基彰（ヒーローイン
タビュー）、笹原勉（日揮（株））鈴木稔（オーシャンズジャパン株式会社）、中塚義実（筑波大学附属高校）、守屋俊秀（世田谷サッカー
協会）、吉原尊男

【参加者（未会員）10名】

長伊藤政則（太陽インダストリーアフリカ）、今西智津子（筑波大学附属高校）、江尻章（株式会社漫画家学会）、木所聡（文京区立柳町
小学校）、国島栄市（ビバ！サッカー研究会）、小林勝海（株式会社漫画家学会）、中西正紀（（株）古今東西社）、道端寿奈（足立区立舎
人小学校）、守屋佐栄（無職）、Alejandro Parra Gaete（Universidad San Sebastion（チリ））

【報告書作成者】守屋俊秀
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ボードで今これが掲載されている。区立の小中、公立

の幼稚園、保育園、大体年 60 回くらい、プラス渋谷

区民祭りや区主催事業で紙芝居を上演している。また

オリパラとは別の事業だが海外での紙芝居上演も展開

している。

　2010 年の開催国が東京に決定した日の夜、魅力

的な基調講演をした大学の先生より、「マンガでオリ

ンピック歓迎事業」を提案いただいた。NPO 法人日

本マンガ・アニメトキワ荘フォーラム（注、同法人は

株式会社漫画家学会の支援でできた）があり、トキワ

荘フォーラムの活動もある、京都精華大学ともつな

がりもあることなどから、実際に計画を開始した。

その柱の一つはマンガコンテストで、予算規模３～

５千万、当初の計画通りであれば、現在公募をしてい

る予定であった。しかし資金集めにオフィシャルスポ

ンサーや自治体などといろいろと回ってみたものの良

い返事はもらえておらず、現時点では資金の目処が

立っていない。また自分たちで作ったオリパラの教育

教材を日本中の子供たちに配りたいというアイデアも

あるが進んでいない。経済的な理由だけで実現できな

いという事態に小林氏は忸怩たる思いをしているとい

う。

　以上の報告の後、2020 東京オリパラにまつわり、

日本のマンガや紙芝居という文化が関わることの

できる可能生に、参加者から、様々な質疑や意見が出

た。また資金の調達方法についても、クラウドファン

ディングの可能性についてなどの意見が出た。最後に

中塚理事長より「これまでサロンでも取り上げること

のなかった分野ではありますが、非常に新しい情報を

得たのと、可能性を感じたのと、課題もいっぱい感じ

ましたが、なんとかしていきたいなというふうなこと

も感じました。」という言葉で月例会は閉会、さらな

る談義は懇親会で行われた。 
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学校運動部活動は、放課後すぐに学校の仲間たち

と手軽にスポーツを楽しめる有効なシステムとし

て、我が国が誇るべきものである。笹川スポーツ

財団（2017）によると、2016 年現在、中学生の

66.5%、高校生の 44.2% が運動部活動に参加して

いるとされている。しかし、そのシステムも限界にき

ている。

まずは戦前の運動部活動について簡単に触れ、戦後

の運動部活動がその時代によって様々な役割を果たし

てきたことを振り返った。戦後すぐは民主化教育の手

2017年12月

運動部活動のいま

【日　時】2017年 12月 19日（金）19：05～

【会　場】筑波大学附属高校3F会議室

【テーマ】運動部活動のいま

【演　者】嶋崎雅規（国際武道大学）

【参加者（会員・メンバー）10名】

安藤裕一（(株）GMSS ヒューマンラボ）、岸卓巨（日本スポーツ振興センター）、斎藤芳（桜丘高校サッカー部顧問）、嶋崎雅規（国際
武道大学）、白井久明（弁護士）、鈴木稔（オーシャンズジャパン株式会社）、竹中茂雄（東海道品川宿 FC）、中塚義実（筑波大学附属高
校）、守屋俊英（世田谷区サッカー協会／高校サッカー部）、吉原尊男

【参加者（未会員）12名】

池上功、氏家美優（茨城大学学部4年）、慶野順一（国際武道大学OB）、小平健太郎（トレーニングコーチ）、岸弘之（西巣鴨中サッ
カー部外部指導員）、白井浩司（アスレティックトレーナー／フリーランスでパーソナルトレーナー）、関拓美（パーソナルトレーナー
／コンディショニングコーチ）、長尾樹（アスレティックトレーナー／鍼灸師／㈱ T.P.PLACE）、中西正紀（（株）古今東西社）、藤原
明夫（県立千葉高校）、松並敬（都立豊島高校サッカー部外部指導員）、守屋佐栄（サッカーサポ／帰宅部）

【報告書作成者】嶋崎雅規

嶋崎雅規（国際武道大学体育学部体育学科准教授）

1962年生まれ。国際武道大学体育学部体育学科准教授。体育学修士。
帝京中・高等学校国語科教諭を経て現職。専門は体育・スポーツ経営学。
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段として、東京オリンピックに向けては競技力の向上

を目指して、その後はスポーツの大衆化や生涯スポー

ツ社会実現のために、運動部活動の役割は変化してき

た。

その後、運動部活動の現状を明らかにし、現在の運

動部活動の問題点を整理した。さらに部活動指導によ

る教師の多忙化の問題、専門性の欠如による実技指導

力に対する不安などについても触れた。それを解消

するために、外部指導者の導入を促進していること

や、部活動指導員を学校職員として位置づけるように

なったことを紹介した。

これからの運動部活動は、もっと多様化すべきであ

ることを意見として述べ、その実現を阻んでいる原因

についても言及した。最後に、演者の考える「これか

らの望ましい運動部活動」のあり方を紹介し、まとめ

とした。 
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2018年1月

日本と中国のユース年代のスポーツ環境を
考える－中国のサッカー指導者との情報交換会　

（Sport for Tomorrow 認定事業）
中塚義実（筑波大学附属高校）＆牧野さん Kenio Yao（成都市のサッカー会社）
通訳：鈴木稔（オーシャンズジャパン株式会社）

【日　時】2018 年 1 月 12 日（金）18：30 ～ 21：10

【会　場】筑波大学附属高校 3F 音楽室

【テーマ】日本と中国のユース年代のスポーツ環境を考える－中国のサッカー指導者との情報交換会　（Sport for Tomorrow 認
定事業）

【演　者】中塚義実（筑波大学附属高校）＆牧野さん Kenio Yao（成都市のサッカー会社）

通訳：鈴木稔（オーシャンズジャパン株式会社）

【参加者（会員・メンバー）9名】

安藤裕一（( 株）GMSS ヒューマンラボ）、奥崎覚（Qoly）、岸卓巨（日本スポーツ振興センター）、斎藤芳（桜丘高校）、笹原勉（日
揮）、鈴木稔（オーシャンズジャパン株式会社）、張寿山（明治大学）、中塚義実（筑波大学附属高校）、守屋俊英（世田谷サッカー協会）、

【参加者（未会員）3名】

本間圭（ルーヴェン高崎 FC）、守屋佐栄（サポ）、国島栄市

【日本サッカーインスペクションツアー参加者（中国側13名。北京・上海・成都など各地から）】

民間の育成を主とするクラブの指導者　3 名

学校の先生（校長、教頭）　2 名

スポーツマネジメント会社　2 名

サッカーメディア　4 名　　※大手ではなく、サッカーに特化した APP 系のメディア

オーシャンズスタッフ　2 名

【報告書作成者】中塚義実＆鈴木稔
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今回は、オーシャンズジャパン株式会社と連携して

「中国のサッカー指導者との情報交換会」を開催、

Sport for Tomorrow 認定事業でもあった。

　中国からの一行 13 名は、北京、上海、成都などそ

れぞれの地域より日本のサッカー事情視察に来日。J

クラブの指導現場の訪問、全国高校サッカー選手権の

観戦などに数日かけた後、最終日に到着したのが筑波

大附属高校。体育の授業（5 限目のマット運動（1 年

生女子）、6 限目のサッカー（1 年生男子）を参観、

放課後は部活動（サッカー、テニス、陸上競技、バド

ミントンなど）を見学した後に月例会となった。

　鈴木氏が通訳をしながら中塚氏、牧野氏、Kenio 

Yao 氏がそれぞれ日中の体育ならびにサッカー事情

について報告、これに続き情報交換ならびに意見交換

がなされた。中国の方たちにとって教育とスポーツが

密接に結びついた日本の学校体育や部活動はとても印

象的だった様子。中国のスポーツ界でも指導者による

暴力があるが、「学ぶ意欲のある指導者たちは暴力を

振るわない、これからはそのような良い指導者が増え

てくる」という言葉に中国のスポーツの未来を見るこ

とができた。

　（この後の懇親会でも日中の国際交流が行われた

が、この会場である中華料理屋の女将さん（中国人）

は、中国からの来客をとても喜んでいた） 
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3月28～30日、墨田区総合体育館にて「GAVIC 

CUP ユースフットサル選抜トーナメント 2017」

が開かれました。全国 9 地域から「選抜」された

12 チームによる熱戦は、この年代へのフットサル

の定着と可能性を感じさせるものでした。NPO サ

ロン主催で正月に静岡のエコパアリーナで開かれ

た「U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップ

2017」で活躍した選手やささえてくださった方々

の姿もあり、とても楽しい 3 日間でした。

　決勝は 2 年続けて新潟県選抜と東京都選抜 A

の対戦です。昨年は決着がつかず PK 方式で新潟に

軍配が上がり、今年はすでにグループステージで両

チームの対戦があり新潟が 4-2 で勝利しています。

とはいえ、今年の東京は戦力充実、良い準備で臨

み、何といってもモチベーションが高い…。

　けど結果はまたまた 1-1 からの PK 戦、新潟に

軍配が上がりました。

　東京の選手たちは涙を流すわけでなく、みなさ

ばさばしている印象でした。彼らは次のカテゴリー

（大学 or 社会人）でもフットサルを続けてくれるこ

とでしょう。F リーグや日本代表でプレーする選手

もいるだろうと思います。今後が楽しみです。

昨夏の「全日本ユース（U-18）フットサル大会」

（JFA 主催。単独チームの日本一を決める大会）も、

決勝は新潟の帝京長岡高校と東京のフットボウズ・

フットサル U-18 でした。中学生年代からフット

サルの全国大会で実績を残してきた新潟には「勝者

のメンタリティ」が備わっていたのかもしれません

ね。連覇達成、おめでとうございます！

2017.4.1.　中塚義実（スポネットサロン 2002

メンバーへのメーリングリストへの発信より）

2011 年の秋、筑波大学附属高校の体育教官室で

中塚さんと U-18 フットサルの全国大会創設に向け

て一歩を踏み出し、翌 3 月には「U-18 フットサル

トーナメント」として大会を開催。各地域のフット

サル連盟の皆様と調整して、９地域からチームを選

出いただいての開催となりました。作陽、国学院久

我山、松山工などのサッカー強豪校が参加した大会

は、作陽との決勝を延長で制した名古屋オーシャン

ズ U-18 が優勝し、フットサル勢の面目躍如となり

ました。

翌年には大会会場で、JFA フットサル委員長の

松崎氏、JFF 専務理事の大立目氏などにも参加い

ただいてサロン 2002 のシンポジウムを開催し、

U-18 フットサルの将来に向けての意見交換を行

うこともできました。大会は JFF の主催事業とな

り、サロン 2002 はスポーツ振興くじ助成の要件

を満たすためということもあり共催として参画して

きました。2014 年には JFA 主催の「全日本ユー

ス (U-18) フットサル大会」が設立され、当初の目

標である「Ｕ -18 フットサルの全国大会」が果た

されました。「トーナメント」は「ユースフットサ

ル選抜トーナメント」と名称を変更して開催され、

現在では JFF にて助成を受けての開催が実現して

いますので、サロン 2002 としては共催という立

場にこだわらず、今後も大会をサポートしていきた

いと考えています。本年度からスタートしたリーグ

で日常的にフットサルをプレーするチームを対象と

した「リーグチャンピオンズカップ」も将来的には

JFA、JFF で開催されるべき大会と考えていますが、

全地域でリーグが開催されていない現状ではサロン

が担っていく大会ととらえています。

2017.4.23.　本多克己

　

Gavic Cupユースフットサル
選抜トーナメント20171
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大会要項（抜粋）

名称 ＧＡＶｉＣ ＣＵＰ ユースフットサル選抜トーナメント 2017

期日 2017 年 3 月 28 日（火）～ 30 日（木）

会場 墨田区総合体育館（東京都）

主催 一般財団法人日本フットサル連盟

共催 特定非営利活動法人サロン 2002

後援 公益財団法人日本サッカー協会、一般社団法人北海道フットサル連盟、東北フットサル連

盟、関東フットサル連盟、北信越フットサル連盟、東海フットサル連盟、関西フットサル

連盟、中国フットサル連盟、四国フットサル連盟、九州フットサル連盟

主管 公益財団法人東京都サッカー協会、東京都フットサル連盟

特別協賛 ＧＡＶｉＣ（株式会社ロイヤル）

オフィシャルゲームボール　株式会社ミカサ

協力 株式会社シックス

参加資格 本大会の参加チームは次のいずれかの要件を満たしていること。一般財団法人日本フット

サル連盟（以下、「本連盟」という。）に加盟承認された単独チームであること。本連盟に加

盟承認された都道府県フットサル連盟の選出チーム（以下、「選抜チーム」という。）である

こと。選抜チームは、都道府県フットサル連盟に加盟するチーム（以下、「加盟チーム」と

いう。）3 チーム以上から選抜された選手により構成されたチームであること。参加チーム

の選手は、公益財団法人日本サッカー協会（以下、「日本協会」という。）に、「サッカー 2

種または 3 種」、「フットサル 1 種、2 種または 3 種」の種別で加盟登録されたチームに所

属する 1998 年 4 月 2 日以降、2004 年 4 月 1 日以前に生まれた選手であること。男女

の性別は問わない。外国籍選手は 1 チームあたり 3 人までの登録を認める。地域大会にお

いて、選手は他のチームで参加していないこと。

 参加チームとその数 

 【次の各号により選出された 12 チーム】

 9 地域フットサル連盟から各 1 チーム

 開催地から 1 チーム

 前年度優勝チーム所属地域から 1 チーム（北信越地域）

 前年度準優勝チーム所属地域から 1 チーム（関東地域）

大会形式
 1 次ラウンド：12 チームを 4 チームずつ 3 グループに分けてリーグ戦を行い、各グル―

プ 1 位チームと各グループ 2 位チームのうち成績上位 1 チーム（計 4 チーム）が決勝ラウ

ンドへ進出する。順位は、グループ内の勝点合計の多いチームを上位とする。勝点は、勝

ち 3、引分け 1、負け 0 とする。

 決勝ラウンド：4 チームによるノックアウト方式で行う。3 位決定戦は行わない。
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大会結果 
●A グループ   

1 U-18 北海道選抜 5-0 U-18 富山県選抜 

1 U-18 宮崎県選抜 3-4 U-18 東京都選抜 B 

2 U-18 北海道選抜 2-1 U-18 東京都選抜 B 

2 U-18 富山県選抜 6-10 U-18 宮崎県選抜 

3 U-18 北海道選抜 8-1 U-18 宮崎県選抜 

3 U-18 富山県選抜 3-5 U-18 東京都選抜 B 

●B グループ   

1 岡山県作陽高等学校 2-2 U-18 静岡県選抜 

1 U-18 大阪府選抜 5-3 U-18 千葉県選抜 

2 岡山県作陽高等学校 2-4 U-18 千葉県選抜 

2 U-18 静岡県選抜 2-2 U-18 大阪府選抜 

3 岡山県作陽高等学校 3-5 U-18 大阪府選抜 

3 U-18 静岡県選抜 6-3 U-18 千葉県選抜 

●C グループ   

1 松山工業高等学校 0-7 U-18 新潟県選抜 

1 U-18 宮城県選抜 0-8 U-18 東京都選抜 A 

2 松山工業高等学校 0-7 U-18 東京都選抜 A 

2 U-18 新潟県選抜 6-1 U-18 宮城県選抜 

3 松山工業高等学校 1-7 U-18 宮城県選抜 

3 U-18 新潟県選抜 4-2 U-18 東京都選抜 A 

    

●決勝ラウンド   

準決勝 U-18 新潟県選抜 3-2 U-18 北海道選抜 

準決勝 U-18 大阪府選抜 2-6 U-18 東京都選抜 A 

決勝戦 U-18 新潟県選抜 
2 - 2  

(PK3 - 2) 
U-18 東京都選抜 A 

得点王の安井嶺芽くん（U-18新潟県選抜）には賀川浩賞が授与されました。 
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U-18 フットサルリーグ
チャンピオンズカップ20172

⼤会を終えて－ここがスタート！

特定⾮営利活動法⼈サロン2002 理事⻑ 中塚義実

FA 1863
1871 FA FA

1888

NPO 2002

toto 11
JFF FA FF FA FF

8 FA

U-18
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1 13:00 FO O TB O ZE FU TSAL U -18 8 - 0 龍谷富山高校
1 13:00 宝塚フットサルクラブ U18 4 - 4 エンフレンテ熊本U18
2 15:20 FO O TB O ZE FU TSAL U -18 10 - 0 宝塚フットサルクラブ U18
2 15:20 龍谷富山高校 6 - 4 エンフレンテ熊本U18
3 17:40 FO O TB O ZE FU TSAL U -18 3 - 2 エンフレンテ熊本U18
3 17:40 龍谷富山高校 8 - 3 宝塚フットサルクラブ U18

1 14:10 PSTCロンドリーナ U-18 4 - 2 日本ウェルネス高等学校 信州筑北
1 14:10 H eroFC  U 18F 3 - 1 アリアンサ フットサルクラブ
2 16:35 PSTCロンドリーナ U-18 3 - 2 H eroFC  U 18F
2 16:35 日本ウェルネス高等学校 信州筑北 3 - 8 アリアンサ フットサルクラブ
3 18:50 PSTCロンドリーナ U-18 0 - 0 アリアンサ フットサルクラブ
3 18:50 日本ウェルネス高等学校 信州筑北 1 - 9 H eroFC  U 18F

7/8位決定戦 12:10 宝塚フットサルクラブ U18 5 - 4 日本ウェルネス高等学校 信州筑北
5/6位決定戦 13:30 エンフレンテ熊本U18 4 - 9 アリアンサ フットサルクラブ

準決勝 9:30 FO O TB O ZE FU TSAL U -18 4 - 5 H eroFC  U 18F
準決勝 10:55 PSTCロンドリーナ U-18 8 - 0 龍谷富山高校
決勝戦 15:00 H eroFC  U 18F 2 - 0 PSTCロンドリーナ U-18

●1次ラウンド 2017 / 01 / 06 （⾦）エコパ・メインアリーナ
＜Ａグループ＞

●2次ラウンド 2017 / 01 / 06 （⾦）エコパ・サブアリーナ

⼤会結果

＜Ｂグループ＞
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得点ランキング

順位 選手名 チーム 得点 シュート数
1 内田　大登 エンフレンテ熊本U18 10 49
2 松田　隼 FO O TB O ZE FU TSAL U -18 6 23
2 堀　光輝 宝塚フットサルクラブ U18 6 14
4 山西　静樹 龍谷富山高校 5 12
5 千野　慧太 FO O TB O ZE FU TSAL U -18 4 21
5 村上　拓也 FO O TB O ZE FU TSAL U -18 4 26
5 南雲　颯太 FO O TB O ZE FU TSAL U -18 4 17
5 原科　勇我 HeroFC  U 18F 4 29
5 木村　芳之 HeroFC  U 18F 4 56
5 原田　守久 PSTCロンドリーナ U-18 4 27
5 松左川　晴也 アリアンサ フットサルクラブ 4 15

12 横田　海斗 HeroFC  U 18F 3 12
12 杉山　朋哉 HeroFC  U 18F 3 3
12 西村　響 HeroFC  U 18F 3 4
12 守屋　光 日本ウェルネス高等学校 信州筑北 3 19
12 金岡　俊哉 宝塚フットサルクラブ U18 3 11
12 宮﨑　颯斗 龍谷富山高校 3 10
18 冨吉　洸貴 FO O TB O ZE FU TSAL U -18 2 4
18 山下　慶次 HeroFC  U 18F 2 8
18 森本　光輝 PSTCロンドリーナ U-18 2 14
18 成定　真生也 PSTCロンドリーナ U-18 2 6
18 草柳　祐介 PSTCロンドリーナ U-18 2 5
18 藤生　悠斗 PSTCロンドリーナ U-18 2 5
18 庵下　義樹 アリアンサ フットサルクラブ 2 4
18 児玉　秀斗 アリアンサ フットサルクラブ 2 7
18 西脇　拓歩 アリアンサ フットサルクラブ 2 7
18 千葉　慶大 アリアンサ フットサルクラブ 2 7
18 木下　涼太 アリアンサ フットサルクラブ 2 7
18 浦岡　颯 アリアンサ フットサルクラブ 2 29
18 吉田　将士 日本ウェルネス高等学校 信州筑北 2 12
18 志村　岳 日本ウェルネス高等学校 信州筑北 2 3
18 福田　佑樹 日本ウェルネス高等学校 信州筑北 2 20
18 柴谷　雄太 龍谷富山高校 2 15
18 谷川　耀 龍谷富山高校 2 7
35 加山　直明 FO O TB O ZE FU TSAL U -18 1 13
35 大野　大 FO O TB O ZE FU TSAL U -18 1 7
35 茶碗谷　廉太朗 FO O TB O ZE FU TSAL U -18 1 9
35 益田　知哉 HeroFC  U 18F 1 5
35 福井　来 HeroFC  U 18F 1 14
35 温　立丞 PSTCロンドリーナ U-18 1 7
35 三浦　慎太郎 PSTCロンドリーナ U-18 1 4
35 成澤　透 PSTCロンドリーナ U-18 1 10
35 上東　龍生 アリアンサ フットサルクラブ 1 5
35 大山　友雅 アリアンサ フットサルクラブ 1 4
35 宮田　政宗 エンフレンテ熊本U18 1 1
35 松本　孝太 エンフレンテ熊本U18 1 6
35 森山　翔馬 エンフレンテ熊本U18 1 3
35 平山　琳斗 エンフレンテ熊本U18 1 1
35 竹内　亜陽 日本ウェルネス高等学校 信州筑北 1 5
35 加藤　総一郎 宝塚フットサルクラブ U18 1 1
35 高橋　竣 宝塚フットサルクラブ U18 1 14
35 上野　祐亮 宝塚フットサルクラブ U18 1 3
35 小杉　翔輝 龍谷富山高校 1 3
35 土井　拓実 龍谷富山高校 1 2
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新聞掲載

スポーツニッポン 2017年1⽉8⽇

静岡新聞 2017年1⽉20⽇
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U-18 フットサルリーグ
チャンピオンズカップ20183

第 2 回大会を終えて

　新年早々の1月 6～ 7日、武田テバオーシャ

ンアリーナには全国各地から、U-18 リーグの代表

チームが集まりました。Fリーグや地域リーグのトッ

プチームを持つクラブの下部組織、育成年代に特化

したフットサルクラブ、学校のフットサル部、あ

るいはサッカー部の冬のトレーニングとしてフット

サルに取り組む高校生…。「いつでも、どこでも、

誰とでも」楽しめるフットサルですが、とりわけ

U-18 年代のフットサルには多様なチームやプレー

ヤーがおり、大きな可能性を感じます。

昨年度の大会を機にU-18 リーグの整備は徐々

に進み、今大会は10リーグから 12チームが参加

して開かれました。連盟でも協会でもなく、民間の

NPOが主催する大会ですが、「U-18 年代のレベル

アップ」と「日常的なリーグ環境の整備」という二

つのねらいにブレはありません。主催者として改め

て責任の重さを感じるとともに、大きなやりがいを

感じています。

　1次ラウンドからすばらしい試合が続きまし

た。私はおもにメイン会場の試合を見ていたのです

が、各チームの個性のぶつかりあいは見ていて楽し

いものでした。そして決勝戦は、U-18 フットサル

史上に残る好ゲームだったと言えるでしょう。優勝

したサントス FCU-18 の高い個人技と“遊び心”

いっぱいのフットサルは、見ているだけで楽しくな

ります（プレーヤーがもっとも楽しんでいました）。

それに対するフウガドールすみだファルコンズも、

個々の能力を最大限に引き出す戦術が有効で、いい

意味での緊張感に満ちたゲームでした。後半、一瞬

のすきを突いたサントスが4-1 とリードを広げま

すが、そこからファルコンズはGKを含めた 5人

で攻撃を続けます。一つのミスが致命的となる緊張

感の中で1点を返し、その後いくつもチャンスを

作り、どちらが優勝してもおかしくないゲームでし

た。このレベルのゲームを、もっと多くの人に見て

もらいたいと、強く感じました。

U-20 代表監督の鈴木隆二氏が2日目に視察に来

られ、この大会の意義を高く評価してくださいまし

た。この年代の底上げが、日本のフットサルのレベ

ルアップにつながります。それは、日常的なリーグ

環境の整備と表裏一体です。各地のリーグ環境がよ

りよいものとなり、U-18 リーグが全国各地にでき

ていくことではじめて、この大会が「成功した」と

言えるでしょう。そのときまで、toto の助成を受

けながら、私たちのNPOはしっかりとこの大会を

支え続けてまいります。

主管の愛知県フットサル連盟、後援の愛知県サッ

カー協会は、同時期に日本フットサル連盟の公式大

会が開かれる中、全力で運営にあたってくださいま

した。また、そのような状況下で審判の手配が追い

つかない状況がう生まれましたが、京都府や神奈川

県からも派遣していただき、さらに出場チームの

ユース審判にも活躍してもらいました。自分たち自

身で日常的なリーグ環境をつくりあげてきたからこ

そ、みなで協力し合って運営できたのだと思いま

す。ご協賛各社をはじめ、本大会にご支援、ご尽力

くださったすべての方々に感謝と御礼を申し上げま

す。

同時期に開かれていた全国高校サッカー選手権大

会が始まったのは大正7（1918）年。今年が 100

周年です。U-18 年代のフットサルは、ようやく競

技会が整備されてきたものの、まだ始まったばかり

です。

ここを起点に、各地でU-18 年代のフットサル環

境が整っていくことを願います。

その担い手となるのは、ここに集った一人ひとり

です。

これからもよろしくお願い申し上げます。

特定非営利活動法人サロン2002

理事長　中塚義実

事業報告
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4

大 会 結 果

Aグループ A1 A2 A3 A4 勝点 得点 失点 得失点 順位

A1 名古屋オーシャンズU-18� （愛知県代表） 5�〇�1 4�〇�1 5�〇�2 9 14 4 10 1

A2 アズヴェール藤沢U-18� （神奈川県代表） 1�●�5 3�●�6 4�△�4 1 8 15 -7 4

A3 京都橘⾼校� （京都府代表） 1�●�4 6�〇�3 4�〇�3 6 11 10 1 2

A4 不⼆越⼯業⾼等学校� （富山県代表） 2�●�5 4�△�4 3�●�4 1 9 13 -4 3

Bグループ B1 B2 B3 B4 勝点 得点 失点 得失点 順位

B1 SANTOS�FC18� （愛知県代表） 2�△�2 12�〇�2 9�〇�0 7 23 4 19 1

B2 フウガドールすみだファルコンズ� （東京都代表） 2�△�2 7�〇�1 12�〇�0 7 21 3 18 2

B3 神⼾国際大学附属⾼校フットサル部�（兵庫県代表） � 2�●�12 1�●�7 5�〇�3 3 8 22 -14 3

B4 筑北SC�WELLNESS� （長野県代表） 0�●�9 � 0�●�12 3�●�5 0 3 26 -23 4

Cグループ C1 C2 C3 C4 勝点 得点 失点 得失点 順位

C1 HeroFC�U18F� （静岡県代表） 2�〇�1 2�〇�0 5�〇�2 9 9 3 6 1

C2 FOOTBOZE�FUTSAL�U-18� （東京都代表） 1�●�2 5�〇�1 4�〇�1 6 10 4 6 2

C3 アリアンサフットサルクラブ�（大阪府代表） 0�●�2 1�●�5 3�△�3 1 4 10 -6 4

C4 エンフレンテ熊本フットサルU-18�（熊本県代表） 2�●�5 1�●�4 3�△�3 1 6 12 -6 3

１次ラウンド� 2018年１⽉６⽇（⼟）　　武⽥テバオーシャンアリーナ

２次ラウンド� 2018年１⽉７⽇（⽇）　　武⽥テバオーシャンアリーナ

【19】準 決 勝
1/7（日）13:40

【20】準 決 勝
1/7（日）13:40�

【21】決 勝
1/7（日）16:00�

グループ�１位

SANTOS�FC18

グループ�1位

HeroFC�U18F

グループ�１位

名古屋オーシャンズ�U-18

グループ�２位－１

フウガドールすみだファルコンズ

7

4

2

2

0

6

CHAMPIONS

優勝：SANTOS�FC18
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1 ペレイラ　チアゴ　
ヒデキ　ミヤザキ SANTOS 11

2 山口　勝輝 SANTOS 10

3 佐々木　拓海 フウガ 7

4 イチヤナギ　ラファ
エル　ジェファソン SANTOS 6

5 新田　朋紀 不二越工業 6

得点ランキング

あゆみ
全日本ユース (U-18) フットサル大会

主催：公益財団法人日本サッカー協会

主管：一般社団法人宮城県サッカー協会

後援：スポーツ庁、仙台市、スポーツコミッションせ

んだい

2014 年　聖和学園 FC （宮城） /  大田区総合体育

館、墨田区総合体育館

2015 年　岡山県作陽高校 （岡山） /  ゼビオアリー

ナ、仙台市体育館

2016 年　帝京長岡高等学校（新潟） /  ゼビオアリー

ナ、仙台市体育館

2016 年　矢板中央高等学校（栃木） /  ゼビオアリー

ナ、カメイアリーナ（仙台市体育館）

GAViC CUP ユースフットサル選抜トーナ
メント

2012 年に「U-18 フットサルトーナメント」として

創設。2015 年からは名称を変更し、全国 9 地域か

ら選抜された 12 チームで大会が開催されている。

2012 年　名古屋オーシャンズ U-18( 愛知）  /  オー

シャンアリーナ

2013 年　瀬戸内高校（広島）  / オーシャンアリーナ

2014 年　幕張総合高校（千葉）  /  駒沢体育館

2015 年　愛知県選抜 U-18  /  墨田区総合体育館

2016 年　U-18 新潟県選抜  /  墨田区総合体育館

2017 年　U-18 新潟県選抜  /  墨田区総合体育館

※年 / 優勝チーム / 会場

ホンダカップ フットサルフェスタ

1997 年から開催されているフェスティバル大会に

2010 年からＵ -18 カテゴリーを設定。関東・東

海・関西で予選大会が開催されている。

2010 年　名古屋オーシャンズ U-18 / さくようフッ

トサル部 / SEIRITZ

2011 年　 府 中アスレティック FC ユ ース / 作 陽 

Oito Soldados / FC 岐阜 B

2012 年　SAKUYO Nao admitem / 武相高校 

/ 岡崎学園高校フットサル部

2013 年　クラーク記念国際高校 / 東京成徳大学高

校フットサル同好会 / エスタジオ横浜

2014 年　クラーク記念国際高校 / 湘南工科大学附

属高校 / エスパッソ

2015 年　SEIRITZ A / SAKUYO / ウエルネス高

校　松本

2016 年　フウガドールすみだファルコンズ / サン

トス サッカー ショップ / OKAYAMA　

SAKUYO

2017 年　クラーク記念国際高等学校 / フウガドール

すみだファルコンズ / 名古屋オーシャンズ

U-18

※優勝、準優勝、第 3 位

6 畠山　勇気 フウガ 6

7 下田　康聖 名古屋オーシャンズ 5

8 横田　海斗 Hero 4

8 荒木　康作 SANTOS 4

8 山口　敬史 京都橘 4

8 川本　樹弥 名古屋オーシャンズ 4
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U-18フットサル大会のあゆみ
2001 年 ・第 1 回東京都ユース（Ｕ -18）フットサル大会

2009 年 ・東京都Ｕ -18 フットサルリーグ

2012 年 ・第 1 回Ｕ -18 フットサルトーナメント（後援：ＪＦＦ） サロン 2002 が法人格を持たないた

め、フロムワン、シックスが主催となり開催。

2013 年 ・第 2 回Ｕ -18 フットサルトーナメント 　（主催：ＪＦＦ、産経新聞社） ・ 大 会 会 場（オー

シャンアリーナ）でシンポジウムを開催 　　松崎康弘氏（ＪＦＡ常務理事・フットサル委員

長）、大立目佳久氏（ＪＦＦ専務理事）、賀川浩氏などが参加

2014 年 ・第 3 回Ｕ -18 フットサルトーナメント

 ・第 1 回全日本ユース (U-18) フットサル大会 ・U-18 フットサルリーグ選抜交流戦を平塚・

駒沢で開催

2015 年 ・Ｕ -18 フットサルトーナメントから 　ユース選抜フットサルトーナメントに名称を変更

 　（主催：ＪＦＦ、共催：サロン 2002）

2017 年 ・第 1 回Ｕ -18 フットサルリーグチャンピオンズカップ
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サロン2002では、履き潰されたサッカーシュー

ズや使えなくなったサッカーボールの「革」を活

用して、コインケースやキーケース、サンダルな

どを制作する「リサイクルプロジェクト /スキン

プロジェクト」を実施しています。この活動は、

サロン2002が事務局業務を受託しているユース

サッカーリーグ「DUOリーグ」で、「巨大靴型ト

ロフィー」を製作したことに端を発します。DUO

リーグでは優勝チームでトロフィーを持ち回してい

ましたが、2008年にトロフィーを紛失するとい

う出来事が発生しました。その際に、「「遊び心」を

持ったDUOリーグらしいトロフィーを製作しよ

う！」、「リーグに出場するサッカークラブ（主に高

校サッカー部）の資源を活用しよう！」という発想

から、リーグに出場する選手より履き潰された靴を

回収し、現代アーティスト「KOSUGE1-16」と

靴創家「靴郎堂本店」の協力を得て製作したものが

「履けなくなった靴でできた、履けるトロフィー」

です。現在では、トロフィーには優勝チームのロ

ゴが刻まれ、MVPや得点王の選手にはシューズの

「革」から製作した靴型キーホルダー（「巨大靴型ト

ロフィー」のミニチュア版）が送られています。ま

た、トロフィーを製作したことをきっかけに、サッ

カーシューズやサッカーボールの「革」から新たな

商品を製作するワークショップを各地で実施するよ

うになりました。

2017年度は、7月 30日に豊島区主催オリパラ

気運醸成事業「東京2020、その未来（さき）の地

域（まち）づくり展」にてコインケースづくりワー

クショップを実施しました。

2017年 7月 30日 ( 日 )

豊島区主催オリパラ気運醸成事業「東京
2020、その未来（さき）の地域（まち）
づくり展」にてコインケースづくりワーク
ショップ実施（講師：佐藤いちろう氏、小
澤圭史氏）

ワークショップは、スポーツを通じた国際貢献事

業「スポーツ・フォー・トゥモロー（SFT）」ブー

スの 1つのコーナーとして実施しました。豊島区役

所1階フロアに設置されたイベントスペースに、

アシックス・明治・JTBなどオリパラスポンサーの

ブースが並ぶ中、SFT ブースではスポーツを通し

た途上国支援の紹介をテーマに、「中古スポーツ用

具の回収」「途上国で実施したスポーツイベントの

紹介」と合わせて、「サッカーボールの革でコイン

ケースを作るワークショップ」を実施しました。

豊島区役所が人通りの少ない場所にあることや今

回のイベントについは区内小中学校・競技団体にチ

ラシが配布されたものの十分に告知されていなかっ

たことからイベント参加者は2日間合わせて500

～ 700人程度でした。しかし、その中で、サロン

2002のワークショップには子どもから大人まで

30名以上の方が参加してくれました。

ワ ー ク シ ョ ッ プ の 写 真 は サ ロ ン2002の

Facebook ページに掲載しています。

https://www.facebook.com/pg/
salon.2002/photos/?tab=album&album_
id=1831260290233767

リサイクルプロジェクト / 
スキンプロジェクト4

事業報告
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　サロン2002では、2016年 2月よりDUOリー

グの事務局および企画部業務を受託しています。

DUOリーグは、東京都文京区・豊島区・足立区・

中央区の高校運動部を中心としたサッカーリーグ

で、全国に広がるユースサッカーリーグのモデルと

なったリーグです。レベルやニーズに応じて、「歯

磨き感覚」「引退なし」「補欠ゼロ」でサッカーが楽

しめる環境づくりを目指しています。サロン2002

理事長の中塚義実が初代チェアマンを務め、DUO

リーグの理念や構想にはサロン2002の月例会で

の議論が大きく影響しています。現在は、地区トッ

プリーグへの昇格をかけた前期リーグ戦とピッチの

サイズや出場選手数に柔軟性を持たせた後期リー

グ戦（フリーサイズフットボールおよびフレキシブ

ルリーグ）が行われ、優勝チームには前述の「リサ

イクルプロジェクト /スキンプロジェクト」で制

作した「履けなくなった靴でできた、履けるトロ

フィー」が贈られます。2017年度は前期リーグ

優勝チームである学習院高校と後期リーグ優勝チー

ムである本郷高校に贈られました。また、サロン

2002は、企画部として、各種講習会も企画・実

施しています。2017年度は 7月 17日に東京リ

ゾート＆スポーツ専門学校及び菅泰夫氏（株式会社

ニューレックス）に協力いただきDUOリーグ関係

者（プレーヤー・マネージャー・指導者等）を対象

とした「栄養学・テーピング講習会」を開催しまし

た。　

「DUOリーグ」事務局業務受託5
事業報告
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　SPORT FOR TOMORROW（以下、SFT）は、

2020 年オリンピック・パラリンピック競技大

会を東京に招致する際、IOC 総会において安部

晋三首相が発表したことをきっかけに始まった日

本政府が推進する国際交流事業です。2014 年か

ら 2020 年までの 7 年間で、開発途上国をはじ

めとする 100 カ国以上・1000 万人以上を対象

としたあらゆる世代の人々にスポーツの価値を広

げることを目指しています。サロン 2002 は、

SFT のムーブメントを推進する官民連携のネッ

トワーク「スポーツ・フォー・トゥモロー・コン

ソーシアム」（会員団体数 359 団体（2018 年 1

月末現在））に会員団体として加盟しています。

そして、国籍や年齢・性別などが異なる人でも一

緒に楽しくボールを蹴ることを目的にした「Non-

Border Football」の実施や、外務省が主導す

るソマリア難民キャンプへのサッカー用具寄贈へ

の協力などを通して、スポーツを通した国際協

力・国際交流を行ってきました。2017 年度は、

7 月に実施された「SFT 全体会議」や 12 月に実

施された「SFT 会員交流会」に参加した他、同じ

く SFTC 会員団体である「オーシャンズジャパン

株式会社」と連携し、2018 年 1 月に中国のサッ

カー指導者との情報交換会（1 月月例会）を実施

しました。

SPORT FOR TOMORROW 公式ホームページ：

http://www.sport4tomorrow.jp/jp/
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